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1.はじめに
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受動LCRフィルタを模擬する方法の一つにリープフロッグ回路がある。一般に、ワニプフロッグ回路を用
いて南城通過回路を構成する域合、構成が難しいとされている。これは、商い周波数で非理想的な特性とな
る演算増幅器の彩管を受けて回路が発振しないように、シグナルフローグラフ　川を変換するので、実現す
る回路の構造が複雑になるということであるO
本報告では、回路の入出力の電力関係に着目した相補特性という概念を用いて商域通過回路を構成する.
この構成法を用いると、リープフロッグ形の低域通過回路の人力段に、加算器を一つ加えるだけで満城通過
回路が得られる。本報告では、この構成法を用いた満城通過回路の構成法、その実験結果を示す。

2.相補特性の関係
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図1の回路において、インピーダンスマッチングがとれているとすると電力について以下の式が成り立つ。

式(2)から,二つの振幅自乗関数の和は周波数によらず一定であることが分かる。ここで、 Vl/Vト　VrI/VJ
は互いに相補特性の関係であるといい、式(2)を相補特性の関係式という。この関係を用いて、満城通過回
路を間接的に構成する。

3.R-R型における相補特性フィルタの構成法

図2はR-R型の低域通過回路の人力段に[Fc]なるマトリクスを接続したものである。ここで、 [Fc]を式(3)の
ように定義すると、式(4)、式(5)が得られる。ここで式(4),式(5)は式(2)の相補特性の関係を満足している。
つまり, Vlを入力とした場合、 V2は低域通過特性の山力となり、 Ilは高域通過特性の出力となる。受動回
路ではIlをtLI力とすることができないので、回路を能別とすることにより商域通過回路を構成する。

3.商域通過回路の構成
相補特性を用いた商域通過回路の構成法について示す。
図3はR-R型受動低域通過回路である。図3において終鳩の抵抗R2の両鳩の電圧を観測することは終蛸の抵

抗R2に流れる電流を観測することと等価である。そこで、図3に[Fc]に相当するマトリクスを接続し、シグ
ナルフローグラフに変換すると、図4のようになる。ここで破線で囲まれた部分が　He]のシグナルフローグ
ラフである。このシグナルフローグラフを加鮮器、槻分館を用いて能動化すると図5となる。
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実軌こ図3の低域通過回路を振幅平坦特性で投計して.図5の稀城通過回路を構成し実験を行った。速断周
波数を2【kHz】,50[kHzl」したときの振幅特性をそれぞれ図6 、図7に示す.商い周波数で利得が利得が増加し
ているが、速断周波数付近では、ほぼ増給迫りの特性の特性を示している。

5.まとめ

今回の報告では、相補特性を用いて能動RCフィルタを構成する方法について述べ,実軌こ3次の満城通過
回路を構成し,その実験括菜を示した.
実験結果から、商い周波数において利付が増加しているのが確諸された.これは回路の人力段に接続した
加算器の影響と考えられる。今後、この加算港の補併法と,より席次の回路の構成、速断周波数付近の補併
法などについて検討する必要がある.
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